
　ヨドヤ包装株式会社は、今年６月、岩
崎通信機のデジタルラベル印刷機

し、量販店向けのオンデマンドラベルの

に基づく食品の産地表示違反の厳罰化に
より、包装材の産地表示の細分化が進ん
だ。これによりグラビア印刷で大量に印
刷した包装材の在庫と廃棄ロスの増加
が、食品流通業界で大きな課題となって
いる。同社ではいち早く、デジタル印刷
システムで出力したラベルによる産地表
示を提案。月間６万枚から始めたサービ

した。同社では将来的にフィルム包装材
の製造にもLabelMeisterの活用を見据え
ており、小ロット・在庫レスのビジネス
を一層、広める考えである。

産地表示が在庫レス需要を生む

店としてプラスチックフイルム製品の販
売業として創業した。その後、大手流通
業の野菜・果物の包装資材メーカーに転
身し、グラビア印刷機を設備して自社製
造を開始。加えてシール・容器・トレイ・
ネット・販促物を仕入れて流通業者に販
売・配送する商社と問屋の業態を合わせ
持った企業へと業容を拡大した。
　野菜や果物は天候で収穫量や品質が左
右される。出来高やサイズによって４個
入りの作物が６個入りで販売されたり、
時期によって収穫量が極端に上下にぶれ
たりする。そのため事前に用意していた

包装材が無駄になるケースもあり、グラ
ビア印刷の中でも計画的な生産が難しい
分野といえる。

農産物への産地表示が義務付けられ、全
国展開している大手流通業は、産地表示
なしで生鮮農産物を販売できなくなった。
その結果、全国統一の包装材が減少。仕
入れた地域で産地表示するようになると、
包装材の小ロット化は一気に進んだ。
　同社の寺田和夫社長は「グラビア印刷
のロット数では合わなくなり、包装材に
ラベルを貼って表示する手法が注目され
ていった」と振り返る。当初は流通業者
の各地の拠点にサーマルプリンターを設
置し、遠隔操作でプレ印刷したサーマル
シートに変更部分を印刷して、ラベルを
出力する方法が採用されかけた。しかし、
サーマルプリンターで出力したラベルは
モノクロで変更部分を感熱して印字する
だけなので、パッケージとしての魅力が
乏しい。
　「家庭用インクジェットプリンターで
もできるのでは」と考えた寺田社長は、

アイデアを練り上げてクライアントに提
案。フルカラーで小ロットのラベルが出
力できる仕掛けは早速、取り入れられ、
まずミカンに表示するラベルから始める
ことになった。当面はメンテナンスや故
障への対応を避けるため、流通業者にプ
リンターを置かず、自社で生産して配送
することにした。
　納期は当日受注・生産・発送で翌日到
着。予め型抜きしたシートに印刷するこ
とで後加工を省き、生産性を上げた。と
ころが家庭用インクジェットプリンター
は機械本体がすぐにつぶれてしまった。

タートしたラベル印刷は短納期対応がク

プリンター、さらにその上のハイエンド
機と機械を入れ替えていったが、年間の

すればするほど粗利が減るという悪循環
に陥った。

を生産している。カットシートの電子写
真方式デジタル印刷機が５台体制で稼働

にまで回復。受注量が多い日には１日に

在庫レスのサービスは確実に受け入れら
れた。ただし、カットシートのため、１
シートに面付されるラベルの枚数は定数
で動かせない。必要な枚数だけの供給や、
その他、ロール紙による支給、カス取り
のニーズには外注で対応するしかなかっ
た。

岩通LabelMeisterで軟包装印刷も視野に
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フォーラムジャパンで、LabelMeisterの
参考出品機に出会う。その時、「ラベル
がロール巻で高速に印刷されていた。品
質はまだまだだったが、これまで見たデ
ジタルラベル印刷機の中で一番すごいと
感じた。イニシャルコストも想定した通
りだった」と好感触を得た。

は品質が向上し、ホワイトインクが搭載
されるなど進化していった。寺田社長が
「ずっと追いかけてきた機械」は、昨年
からテストを開始し、その１年後に導入
に至った。
　冷蔵庫に陳列されている野菜や果物を
常温に移すと包装材に水蒸気が付着する
ことがある。同社が供給するラベルは冷
蔵・常温をかなり繰り返さないと影響が
出ないが、合成紙であれば問題はなくな
る。LabelMeisterは使える基材の幅が広く、
電子写真方式で出力できないユポ紙や高
粘着の基材にも出力することができる。
　現在、後加工機はスリッター、シート
カット、カス上げ機、巻き直し、紙管カッ
ト機。クライアントが望む数量を供給す
る体制も整った。
　「例えばキャベツ。相場が上がると同
じ８玉ケースで納品しても現場で４分の
１にカットして販売することになる。そ

トシート出力では指定の枚数が供給でき
なかった。無駄が出るため、現場は使う

分だけ要求する」。また、農産物加工業者
の現場でラベルを自動貼りするピロー機
（自動包装機）を導入している場合はロー
ル支給が求められる。LabelMeisterではそ
うしたニーズにもきめ細かく対応できる。
　現在、LabelMeisterのラベルの納期は
後加工が加わるため、翌日から３日。生

でまだまだ上限があり、「粗利は当社の
平均的な水準。早くカットシートのデジ
タル印刷のレベルにまで持っていきた
い」と期待している。

ROA改善にデジタル印刷
包装材出力にもLabelMeister活用へ

　寺田社長はデジタル印刷の取り組みに
ついて「仕掛りと製品在庫を持たない挑
戦」と強調する。流通業で採用された製
品は無駄と判っていても在庫を抱え込ま
なければならず、必然的にキャッシュフ
ローが悪化する。デジタル印刷に切り替
えて以降、同社の在庫は３分の１に削
減。「デジタル印刷は生産効率が悪いと
判断されるが、在庫回転率が好転し、
ROA（総資産利益率）が向上する。当

社では狙った以上の結果が出ている」と
経営面でのメリットを指摘する。
　仕掛り品を含め在庫の滞留は経営を圧
迫する要因。キャッシュフローが改善さ
れれば手持ちの資金は増える。同社のク
ライアントもその効果を実感している。
「万単位で発注すれば単価は安くなるが、
規格が変われば在庫が全数廃棄となる。
ラベルの単価は高くなったものの、在庫
と年間の仕入れ額が下がったため、全面
的に当社に切り替えたお客様もいる」
　同社では近くパックフィルムの印刷に
LabelMeisterの活用を想定。さらに将来
的には表裏貼り合わせの製袋機で小ロッ
ト生産の印刷袋の製造も見据えている。
寺田社長は「グラビア印刷では最低ロッ
トが数万枚。売り出し当初はデジタル印
刷で包装材を供給し、ピークにグラビア
印刷、そして販売が終わりに近づけばま
たデジタル印刷と、サイクルに合わせて
印刷手法を変え、在庫を残さない提案を
していきたい」とLabelMeisterに大きな
期待を寄せている。

ヨドヤ包装株式会社
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